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6月17日にエコパスタジアムでラグビーワールドカップ2019の前哨戦となるアイルランド戦が
行われ、27,381人の観客が応援の旗を振って声援を送りました。今後のラグビー熱の高まり
が期待されます。
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市
議
会
は
、
6
月
定
例
会
を
6
月
5
日
か
ら
6
月
29
日
ま
で
の
25
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
、
袋
井
市
墓
地
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
28
議
案
と
1
件
の
報
告
が
上
程

さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
で
は
、
12
人
の
議
員
が
市
長
・
教
育
長
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。

6月定例会

◎
議
決
し
た
主
な
議
案

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算　

　

岡
崎
地
区
の
改
良
住
宅
・
袋
井
駅
前
及
び
広
岡
地

区
の
再
開
発
住
宅
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
や
管
理
業
務
の

効
率
化
に
向
け
て
、
指
定
管
理
者
制
度
を
適
用
す
る

た
め
、
債
務
負
担
行
為
を
設
定
す
る
も
の
で
す
。

　

期　

間　

平
成
30
年
度
〜
平
成
33
年
度

　

限
度
額　

1
1
3
5
万
円

　

条
例
（
主
な
も
の
） 

●
袋
井
市
墓
地
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

袋
井
市
夢
の
丘
墓
園
が
よ
り
多
く
利
用
さ
れ
る

よ
う
、
墓
所
申
込
対
象
範
囲
を
市
外
住
民
へ
広
げ

る
こ
と
や
、
複
数
区
画
の
申
込
が
で
き
る
よ
う
に

条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

人
事
（
敬
称
略
） 

●
袋
井
市
農
業
委
員
会
委
員

　

委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
市
長
か
ら
任
命
に

つ
い
て
同
意
を
求
め
る
議
案
が
上
程
さ
れ
、
原
案

の
と
お
り
同
意
し
ま
し
た
。

•
山
﨑　

守
信　
　
（
菩
提
）

•
鈴
木　

信
雄　
　
（
木
原
）

•
小
林　

裕
司　
　
（
堀
越
二
丁
目
）

•
村
松　

丈
太
郎　
（
新
屋
）

•
井
口　

喜
裕　
　
（
太
田
）

•
永
田　

勝
美　
　
（
太
田
）

•
太
田　

忠
行　
　
（
大
谷
）

•
荻
原　

克
夫　
　
（
三
沢
）

•
鈴
木　

隆
浩　
　
（
宇
刈
三
沢
）

•
川
瀬　

か
お
り　
（
中
村
）

•
大
石　

和
弘　
　
（
豊
住
）

•
永
田　

雅
紀　
　
（
富
里
上
）

•
渥
美　

由
美
子　
（
富
里
下
）

•
近
藤　

重
雄　
　
（
梅
山
）

•
安
間　

啓
一　
　
（
太
郎
助
）

•
戸
塚　

哲
夫　
　
（
富
里
中
）

校舎増築工事が行われる袋井北小学校

市
長
提
出
議
案
は
、い
ず
れ
も
可
決
・
同
意
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選
挙
（
敬
称
略
）　

●
袋
井
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
補
充
員

　

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
補
充
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
指
名
推
選
に
よ
り
次

の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

選
挙
管
理
委
員
会
委
員　
　
　
　
　

選
挙
管
理
委
員
会
補
充
員

　
　

•
長
野　

正
路
（
清
水
町
）　
　
　

•
日
吉　

浩　
　

（
山
科
下
）

　
　

•
竹
内　

靖
惠
（
上
町
）　
　
　
　

•
太
田　

浩　
　

（
春
岡
）

　
　

•
一
瀬　

努　

（
大
通
）　
　
　
　

•
金
原　

ふ
み
子
（
菩
提
）

　
　

•
青
山　

哲
郎
（
長
溝
）　
　
　
　

•
溝
口　

文
康　

（
浅
岡
下
）

　

そ
の
他　

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

•
袋
井
消
防
庁
舎
・
袋
井
市
防
災
セ
ン
タ
ー
造
成
工
事

　
　

契
約
の
相
手
先　

株
式
会
社
永
井
組

　
　

契
約
金
額　
　
　

1
億
5
4
9
8
万
円
（
税
込
）

　
　

工
期　
　
　
　
　

平
成
29
年
6
月
6
日
〜
平
成
30
年
2
月
28
日

　
•
袋
井
北
小
学
校
校
舎
増
築
工
事

　
　

契
約
の
相
手
先　

塚
本
建
設
株
式
会
社

　
　

契
約
金
額　
　
　

2
億
5
7
0
4
万
円
（
税
込
）

　
　

工
期　
　
　
　
　

平
成
29
年
6
月
30
日
〜
平
成
30
年
3
月
9
日

•
周
南
中
学
校
校
舎
増
築
工
事

　
　

契
約
の
相
手
先　

塚
本
建
設
株
式
会
社

　
　

契
約
金
額　
　
　

3
億
1
2
1
2
万
円
（
税
込
）

　
　

工
期　
　
　
　
　

平
成
29
年
6
月
30
日
〜
平
成
30
年
3
月
16
日

常任委員会レポート
平成29年度一般会計補正予算や
条例改正などの議案を、各常任
委員会で審査しました。

※本定例会において、民生文教委員会への付託議案はありませんでした。
　また、総務委員会については、付託議案に対する特段の質疑はありませんでした。

建
設
経
済
委
員
会

■議第56号 袋井市墓地条例の一部改
正について

　近隣市にも公営墓地が整備されてい
るが、袋井の市営墓地への利用申し込

みについて協力が得られるのか。

　磐田市、掛川市、森町の墓地担当部
署に出向き、協力していただきたい旨

を伝えた。磐田市の駒場霊園も空き区画の利
用者を募集中であり、一般の寺院も檀家の減
少で苦労しているようである。自治体によっ
て状況は異なるが、今後も広報紙への掲載な
どを近隣市町へ働きかけるとともに、墓石業
者や葬祭業者へもPRしたい。

■議第58号 袋井市景観条例の一部改
正について

　条例改正を含め、景観計画の策定に
あたり、行政が後手に回っているので

は。

　市内の太陽光発電設備で景観を阻害
する要因となるのは、豊沢トンネル南

側に企業が設置した太陽光パネルであり、こ
れが条例改正のきっかけとなった。市内でも
太陽光パネルがかなり普及してきたが、景観
を阻害するものがこれ以上拡大しないよう条
例改正する。景観を阻害しないための努力義
務を課すことにより、相当制限されると考え
るが、今後は監視を強めたい。
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市政に対する一般質問

伊
藤 

謙
一 

議
員

市
の
子
育
て
支
援

厚
生
労
働
省
は
子
育
て
支
援
を
社
会

全
体
で
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
し
て
い

る
。
本
市
に
と
っ
て
、
社
会
全
体
で
行
う

子
育
て
支
援
と
は
。

本
市
は
「
袋
井
市
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
」
を
策
定
し
、

市
全
体
で
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
の
取
り
組
み
と

し
て
、
待
機
児
童
対
策
の
た
め
の
新

た
な
保
育
施
設
の
整
備
を
は
じ
め
、

幼
小
中
一
貫
教
育
の
推
進
等
、
子
ど

も
に
と
っ
て
良
質
な
教
育
・
保
育
の

提
供
を
目
指
す
。
ま
た
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
充
実
や
、
来
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
地
域
で
子
育
て
を
支

援
す
る
取
り
組
み
な
ど
、
地
域
に
お

け
る
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に
取

り
組
む
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
も
力

を
入
れ
て
き
た
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
で
の
子
育
て
の
総
合
相

談
や
、
早
期
療
育
に
関
す
る
「
育
ち

の
森
」
で
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
子
育

て
の
悩
み
や
不
安
を
解
消
し
て
い
き

た
い
。

近
年
、
子
育
て
経
費
は
増
加
し
、
第

2
子
が
大
学
へ
入
学
す
る
時
点
で
、
子
育

て
コ
ス
ト
は
可
処
分
所
得
の
7
割
と
も
い

わ
れ
る
。本
市
で
子
ど
も
を
育
て
る
場
合
、

出
生
か
ら
義
務
教
育
終
了
ま
で
、
総
コ
ス

ト
を
試
算
す
る
と
い
く
ら
か
。

0
歳
か
ら
公
立
保
育
所
、
4
歳

か
ら
6
歳
ま
で
公
立
幼
稚
園
、
7
歳

か
ら
15
歳
ま
で
公
立
小
中
学
校
の
場

合
、
約
3
7
2
万
円
か
か
る
。
第
2

子
以
降
は
条
件
を
満
た
せ
ば
保
育
料

を
半
額
に
し
、
保
護
者
の
負
担
軽
減

を
図
っ
て
い
る
。

   
山
田 

貴
子 

議
員

袋
井
駅
北
口
市
有
地
の
有
効
活
用

袋
井
商
工
会
議
所
に
市
有
地
を
無
償

貸
与
す
る
考
え
に
変
わ
り
は
な
い
か
。

本
市
に
対
し
活
性
化
と
い
う
意

味
で
十
分
に
貢
献
い
た
だ
け
る
事
業

で
あ
る
と
見
込
ん
で
い
る
が
、「
事

業
計
画
書
（
案
）」
の
中
身
を
検
討

す
る
中
で
、
市
有
地
の
貸
与
の
方
法

を
判
断
し
て
い
き
た
い
。

宇
刈
北
部
の
課
題
と
し
て

試
行
期
間
満
了
と
な
る
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
の
今
後
の
運
行
は
。

利
用
登
録
世
帯
か
ら
の
意
見

を
、
本
運
行
に
向
け
て
の
改
善
点
と

捉
え
、
運
賃
の
減
額
や
予
約
時
間
の

短
縮
、
増
便
等
の
改
善
を
し
、
今
後

開
催
の
「
袋
井
市
地
域
公
共
交
通
会

議
」
に
諮
っ
た
上
で
、
10
月
か
ら
本

運
行
を
進
め
て
い
く
。
他
の
運
行
形

態
に
つ
い
て
も
再
度
検
討
し
た
中
で

進
め
て
い
き
た
い
。

    

袋
井
駅
南
口
の
自
転
車
駐
輪
場

駐
輪
場
計
画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

袋
井
駅
南
都
市
拠
点
土
地
区
画

整
理
事
業
と
の
土
地
調
整
を
図
り
、

平
成
30
年
度
を
目
途
に
整
備
を
し
て

い
き
た
い
。
設
計
は
雨
等
の
影
響
を

受
け
な
い
構
造
と
し
、
長
期
に
わ
た

り
活
用
で
き
る
建
物
を
考
え
て
い

る
。
料
金
に
つ
い
て
は
、
袋
井
駅
北

口
の
自
転
車
駐
輪
場
と
の
均
衡
を
考

え
て
設
定
し
た
い
。

子育て世代包括支援センターの窓口

デマンドタクシー
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竹
野 　

昇 

議
員

太
陽
光
発
電
の
普
及

耕
作
放
棄
地
を
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

給
地
特
区
に
認
定
し
、
農
地
法
の
転
用
が

し
や
す
い
よ
う
研
究
し
て
は
。

特
区
は
難
し
い
が
、
個
別
の
案

件
で
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
を
目

的
と
し
た
転
用
申
請
が
あ
れ
ば
、
周

辺
農
地
へ
の
影
響
や
必
要
性
な
ど
を

審
査
し
、
平
成
26
年
度
か
ら
28
年
度

ま
で
の
3
年
間
で
66
件
許
可
し
て
い

る
。

高
南
幼
・
袋
井
南
幼
・

袋
井
南
保
育
所
の
統
合

高
南
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ

て
、
近
く
に
幼
稚
園
や
保
育
所
が
あ
る
こ

と
が
、
子
育
て
世
代
の
移
住
を
呼
び
込
む

社
会
的
イ
ン
フ
ラ
の
一
つ
と
考
え
る
が
、

ど
う
か
。幼

稚
園
や
保
育
所
な
ど
の
施
設

は
、
若
い
世
代
を
呼
び
込
み
、
安
心

し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
、
定
住
を

促
進
さ
せ
る
な
ど
、
地
域
社
会
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

満
杯
の
袋
井
駅
南
口
駐
輪
場

今
後
、
4
0
0
台
収
容
の
駐
輪
場
が

完
成
す
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
現
状
の
仮

置
き
場
は
満
杯
で
、
利
用
者
・
管
理
人
双

方
が
困
っ
て
い
る
。
暫
定
的
に
現
在
使
わ

れ
て
い
な
い
南
口
東
側
の
市
有
地
を
仮
設

置
き
場
に
で
き
な
い
か
。

北
口
駐
輪
場
に
空
き
ス
ペ
ー
ス

が
あ
る
。
南
口
広
場
東
側
に
さ
ら
に

設
置
し
て
も
、
北
か
ら
の
利
用
者
を

誘
導
す
る
こ
と
に
な
る
。
現
状
で
よ

い
と
考
え
る
。

近
藤 

正
美 

議
員

国
際
化
に
よ
る

「
ふ
く
ろ
い
ス
タ
イ
ル
」
と
は

ラ
グ
ビ
ー
W
杯
2
0
1
9
で
醸
成
さ

れ
る
市
の
国
際
化
の
機
運
の
位
置
づ
け

は
。

大
都
市
と
異
な
り
、
宿
泊
施
設

が
少
な
い
課
題
は
あ
る
が
、
過
去
に

民
泊
で
受
け
入
れ
た
経
験
を
生
か

し
、
最
も
交
流
が
深
ま
る
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
の
実
施
を
目
指
し
た
い
。
市
民

参
加
で
進
め
る
こ
と
が
本
市
の
ス
タ

イ
ル
に
な
る
と
考
え
る
。

袋
井
市
の
英
語
教
育
は

英
検
支
援
な
ど
英
語
熱
の
高
ま
り
に

対
し
、
子
ど
も
た
ち
の
英
語
活
動
の
内
容

は
。

小
学
校
低
学
年
か
ら
D
V
D
教

材
を
使
う
な
ど
、
英
語
活
動
を
先
行

実
施
す
る
。
小
中
一
貫
教
育
の
中
で

「
親
し
む
」
こ
と
か
ら
「
学
び
」
へ

の
移
行
を
ス
ム
ー
ズ
に
し
、
英
語
力

の
定
着
を
目
指
し
た
い
。

    

中
央
南
地
域
の

土
地
利
用
の
方
向
性
は

市
全
域
の
土
地
利
用
に
関
す
る
基
本

構
想
の
中
で
、
浅
羽
北
地
区
か
ら
笠
原
地

区
へ
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
連
携
は
。

袋
井
駅
周
辺
と
連
携
を
深
め
、

浅
羽
北
地
区
を
「
地
域
拠
点
」
と
し

て
の
機
能
強
化
を
図
り
た
い
。
笠
原

地
区
の
「
小
笠
山
山
麓
開
発
事
業
」

は
年
内
を
目
途
に
企
業
誘
致
に
取
り

組
み
た
い
。

袋井駅南口市有地

ALTによる小学校の英語授業
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市政に対する一般質問

浅
田 

二
郎 

議
員

浅
羽
支
所
長
に
課
長
級
職
員

部
長
級
職
員
が
務
め
て
い
た
浅
羽
支

所
長
を
、
今
年
度
か
ら
課
長
級
職
員
が
務

め
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由
と
権
限
の
変
更

は
。

命
山
整
備
も
終
了
し
た
こ
と
か

ら
、
課
長
級
職
員
で
対
応
す
る
こ
と

が
可
能
だ
と
判
断
し
た
。
指
揮
監
督

す
る
権
限
は
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、

総
務
部
長
が
支
所
の
現
状
や
課
題
等

に
つ
い
て
全
庁
的
に
情
報
の
共
有
化

を
図
っ
て
い
く
。

支
所
の
役
割
・
機
能
を

果
た
し
て
い
な
い

「
支
所
は
、
事
務
全
般
に
わ
た
り
地

域
的
に
分
掌
す
る
」
と
な
っ
て
い
る
が
、

実
に
不
十
分
で
は
。

各
種
サ
ー
ビ
ス
の
受
付
な
ど
利

便
性
向
上
と
併
せ
、メ
ロ
ー
プ
ラ
ザ
、

命
山
な
ど
地
域
性
の
高
い
業
務
に
も

的
確
に
対
応
す
る
な
ど
、
支
所
機
能

を
果
た
し
て
い
る
。

    

異
常
な
都
市
計
画
税
の
使
い
道

都
市
計
画
税
収
入
の
う
ち
都
市
計
画

事
業
に
充
て
ら
れ
る
額
は
7.5
%
に
過
ぎ
な

い
（
平
成
29
年
度
予
算
）
の
は
な
ぜ
か
。

使
途
に
つ
い
て
は
、
総
務
省
通

知
『
地
方
税
法
の
施
行
に
関
す
る
取

扱
い
に
つ
い
て
』
で
、「
当
該
事
業

の
実
施
の
た
め
借
り
入
れ
た
借
入
金

償
還
費
も
含
ま
れ
る
」
と
解
釈
が
示

さ
れ
て
い
る
の
で
、
公
債
費
へ
の
充

当
も
し
て
い
る
。

木
下 　

正 

議
員

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の

課
題
解
決
法
は

室
内
環
境
等
に
よ
り
老
朽
化
が
加
速

す
る
施
設
の
現
状
に
則
し
た
計
画
の
必
要

性
は
。

計
画
の
策
定
に
は
、
塩
素
を
使

用
し
湿
度
も
高
い
プ
ー
ル
や
、
潮
風

の
影
響
を
受
け
る
施
設
等
、
特
殊
事

由
の
あ
る
施
設
の
特
性
や
立
地
条
件

も
考
慮
し
て
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
の

活
動
の
取
り
組
み
は

一
層
の
充
実
の
た
め
、
運
動
や
囲
碁

な
ど
文
化
的
学
習
の
定
期
的
な
開
催
を
指

導
し
て
い
る
か
。

運
動
や
将
棋
教
室
、
地
域
文
化

の
学
習
、
英
語
遊
び
等
の
活
動
を

行
っ
て
い
る
ク
ラ
ブ
も
あ
り
、
今
後

は
指
導
員
会
議
等
で
の
情
報
交
換
を

促
し
、
一
層
の
充
実
を
図
る
た
め
努

力
し
て
い
く
。

市
道
田
端
８
号
線
整
備
の見通

し
は

駅
南
口
周
辺
に
病
院
等
が
開
業
し

た
。
高
南
地
区
か
ら
徒
歩
で
行
く
道
路
の

安
全
性
や
利
便
性
は
。

当
該
の
道
路
は
幅
員
が
2
m
と

狭
く
、
昨
年
南
町
自
治
会
か
ら
舗
装

と
拡
幅
の
要
望
が
あ
り
、
歩
行
者
等

の
安
全
性
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
適
切
な
維
持
管
理
と
改
良
、

路
肩
の
補
強
な
ど
検
討
し
て
い
き
た

い
。

市道田端8号線

浅羽支所
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村
井 

勝
彦 

議
員

地
区
懇
談
会
の
取
り
組
み
は

青
少
年
健
全
育
成
事
業
の
う
ち
、
地

区
懇
談
会
の
開
催
に
係
る
検
討
状
況
お
よ

び
今
後
の
対
応
は
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
か
ら
、

「
子
ど
も
の
現
状
を
知
る
よ
い
機
会
」

な
ど
、
有
意
義
と
の
意
見
が
あ
る
も

の
の
、「
人
が
集
ま
ら
な
い
」「
役
員

等
の
負
担
が
大
き
い
」
な
ど
、
運
営

面
に
お
い
て
課
題
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
に
お
い
て
は
、
地
区
の
実

情
に
合
わ
せ
た
取
り
組
み
を
行
い
、

地
区
懇
談
会
は
任
意
の
開
催
と
し

た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
化
の

取
り
組
み
は

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
設
立
の
取
り

組
み
は
。自

治
会
連
合
会
長
を
は
じ
め
、

公
民
館
長
等
が
中
心
と
な
り
、
組
織

を
立
ち
上
げ
て
い
た
だ
く
よ
う
、
今

後
、
協
議
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

    

市
道
東
同
笠
油
山
線
の   

整
備
の
取
り
組
み
は

整
備
途
中
に
お
け
る
仮
設
道
路
等
の

安
全
対
策
は
。

支
障
電
柱
の
先
行
移
転
や
、
取

得
し
た
道
路
用
地
の
一
部
を
暫
定
的

に
拡
幅
し
、
走
行
性
や
安
全
性
の
確

保
に
努
め
る
。
と
り
わ
け
、
松
和
橋

下
流
側
の
道
路
幅
が
狭
く
、
見
通
し

の
悪
い
区
間
は
、
早
急
に
対
応
し
て

い
き
た
い
。

佐
野 

武
次 

議
員

防
潮
堤
整
備
事
業
の
推
進

本
年
度
、
県
と
覚
書
を
締
結
し
た
区

域
以
外
の
砂
防
林
は
、
松
く
い
虫
防
除
を

行
う
が
、
事
業
を
進
め
て
い
く
上
で
支
障

は
な
い
か
。

砂
防
林
は
保
安
林
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
県
が
保
安
林
の
保
全
と
松
く

い
虫
被
害
の
拡
散
防
止
の
た
め
、
防

除
を
行
っ
て
い
る
が
、
塩
害
に
よ
る

松
枯
れ
も
進
行
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
状
況
を
確
認
し
つ
つ
、
県
と
も

協
議
し
、
防
潮
堤
整
備
の
推
進
に
努

め
た
い
。

他
の
自
治
体
に
先
駆
け
て
、
ま
ず
は

市
が
施
工
す
る
標
高
10
m
ま
で
の
盛
り
土

を
、
全
線
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

県
と
覚
書
を
締
結
し
た
4
㎞
以

外
の
砂
防
林
は
、
松
が
枯
れ
て
い
な

い
た
め
伐
採
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、

ま
ず
は
、
こ
の
区
間
の
早
期
完
成
に

取
り
組
む
が
、
松
枯
れ
は
今
後
も
進

行
す
る
と
推
測
さ
れ
る
た
め
、
枯
れ

た
区
間
か
ら
整
備
す
る
こ
と
を
基
本

と
し
て
事
業
の
促
進
を
図
り
た
い
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の

他
市
へ
の
乗
り
入
れ
は

浅
羽
南
地
区
は
隣
接
す
る
福
田
地
区

や
大
須
賀
地
区
と
の
結
び
つ
き
が
強
い
こ

と
か
ら
、
乗
り
入
れ
の
検
討
は
で
き
な
い

か
。

他
市
へ
の
乗
り
入
れ
は
、
実
態

の
把
握
と
、
磐
田
市
・
掛
川
市
と
の

協
議
も
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平

成
30
年
度
の
公
共
交
通
の
見
直
し
の

中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

市道東同笠油山線

防潮堤整備事業
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市政に対する一般質問

岡
本 

幹
男 

議
員

袋
井
駅
南
地
区
ま
ち
づ
く
り
は

商
業
地
区
の
開
発
に
あ
た
る
業
務
代

行
者
の
事
業
提
案
に
、
市
民
や
地
域
の
要

望
は
反
映
さ
れ
る
の
か
。

募
集
要
領
作
成
の
際
、
地
権
者

の
意
見
を
聞
い
た
り
、
ま
ち
づ
く
り

計
画
に
市
民
の
声
を
反
映
さ
せ
て
き

た
が
、
議
員
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
も

審
査
の
中
に
入
れ
て
い
き
た
い
。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

で
の
地
域
別
構
想
は

基
本
構
想
お
よ
び
、
中
心
市
街
地
と

周
辺
部
と
の
地
域
格
差
拡
大
に
対
す
る
構

想
を
伺
う
。

駅
・
市
役
所
周
辺
の
都
市
拠
点
、

上
山
梨
・
愛
野
駅
・
浅
羽
支
所
周
辺

の
地
域
拠
点
、
来
年
度
か
ら
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し

た
10
の
集
落
拠
点
を
機
能
強
化
し
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維
持
・
向
上
を
進

め
た
い
。

    

有
害
鳥
獣
被
害
の
対
策
は

イ
ノ
シ
シ
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
、
カ
ラ
ス

な
ど
に
よ
る
被
害
拡
大
に
対
し
、
実
際
に

対
策
を
実
行
す
る
猟
友
会
へ
の
支
援
策
は

十
分
か
。イ

ノ
シ
シ
の
捕
獲
数
は
、
年
に

よ
っ
て
差
が
あ
る
が
、
28
年
度
が
56

頭
、
27
年
度
が
36
頭
、
26
年
度
が
69

頭
と
な
っ
て
い
る
。
限
ら
れ
た
委
託

料
で
あ
る
が
、
24
基
の
箱
わ
な
の
設

置
、
管
理
、
捕
獲
等
の
対
策
を
進
め

た
い
。

森
杉 

典
子 

議
員

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の拡充

を

市
が
実
施
し
て
い
る
現
行
の
制
度

を
、高
校
卒
業
年
ま
で
拡
充
で
き
な
い
か
。

無
料
化
や
対
象
者
の
拡
充
が
必

要
で
あ
れ
ば
、
社
会
保
障
制
度
の
一

環
と
し
て
、
国
ま
た
は
県
で
実
施
し

て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。

不
育
症
治
療
費
助
成
制
度
の導入

を

妊
娠
の
た
め
の
支
援
・
安
心
し
て
出

産
を
迎
え
る
た
め
の
支
援
と
し
て
「
不
育

症
」
の
治
療
費
に
対
す
る
経
済
的
支
援
を

追
加
で
き
な
い
か
。

県
や
実
施
市
町
の
状
況
等
を
踏

ま
え
た
上
で
、
来
年
度
か
ら
の
制
度

化
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

    

新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
等
の

就
学
援
助
は

要
保
護
児
童
生
徒
の
保
護
者
へ
の
就

学
援
助
制
度
の
対
象
を
、
小
学
校
就
学
予

定
者
の
保
護
者
ま
で
拡
充
で
き
な
い
か
。

小
学
校
就
学
前
の
保
護
者
ま
で

制
度
を
拡
充
し
、
支
給
に
向
け
、
財

源
の
確
保
を
図
り
、
で
き
る
だ
け
速

や
か
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
準
備
を

進
め
た
い
。

袋井駅南地区まちづくり

はーとふるプラザ袋井の総合相談窓口

8ふくろい市議会だより



大
庭 

通
嘉 

議
員

袋
井
商
業
５
年
制
化
は

地
方
創
生
で
推
進
し
て
い
る
袋
井
商

業
高
等
学
校
5
年
制
化
の
実
現
の
見
通
し

は
。

昨
年
県
に
要
望
書
を
提
出
し
、

今
年
も
県
に
強
く
要
請
し
て
い
る
。

県
教
育
長
か
ら
は
「
商
業
教
育
の
高

度
化
」
の
研
究
会
を
立
ち
上
げ
検
討

す
る
と
の
回
答
を
得
て
い
る
。

小
笠
山
山
麓
へ
の
企
業
誘
致
は

遅
延
し
て
い
る
小
笠
山
山
麓
（
笠
原

地
区
約
14 

ha
）
へ
の
企
業
誘
致
の
進
捗
状

況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
当
該
地
周
辺
の
臭

気
対
策
を
ど
う
す
る
か
。

現
在
引
き
合
い
の
あ
る
企
業
が

あ
る
。
協
議
を
積
極
的
に
進
め
、
年

内
を
目
途
に
企
業
誘
致
が
出
来
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
臭
気

に
つ
い
て
は
、
市
の
臭
気
規
制
基
準

を
厳
守
さ
せ
る
よ
う
働
き
か
け
て
い

き
た
い
。

    

市
営
墓
地
へ
の
合
葬
墓
は

墓
地
に
対
す
る
意
識
変
化
で
合
葬
需

要
な
ど
に
も
変
化
が
出
て
い
る
。
本
市
の

考
え
は
ど
う
か
。

核
家
族
化
や
高
齢
化
で
合
葬
需

要
は
増
加
す
る
と
考
え
る
。
本
年
度

需
要
数
を
把
握
し
、
30
年
度
実
施
設

計
、
31
年
度
合
葬
墓
を
整
備
す
る
。

合
葬
墓
の
形
態
は
当
初
の
建
物
型
納

骨
堂
を
見
直
し
、
地
下
式
の
樹
木
型

な
ど
も
含
め
て
今
後
検
討
し
た
い
。

高
橋 

美
博 

議
員

「
ひ
き
こ
も
り
」
支
援
の
強
化
を

市
内
に
も
相
当
数
の「
ひ
き
こ
も
り
」

の
人
が
潜
在
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

市
は
実
態
の
把
握
を
し
て
い
る
か
。

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
わ

る
こ
と
で
把
握
は
困
難
で
あ
り
、
実

態
把
握
は
行
っ
て
い
な
い
。
全
国
に

お
け
る
15
歳
か
ら
39
歳
の
ひ
き
こ
も

り
状
態
に
あ
る
人
は
全
体
の
1
・

57
％
と
な
っ
て
お
り
、
本
市
に
置
き

換
え
る
と
約
4
0
0
人
と
い
う
数
字

と
な
る
。

市
の
相
談
窓
口
は
ど
こ
か
。

本
市
で
は
、
引
き
こ
も
り
に
特

化
し
た
相
談
窓
口
は
設
け
て
い
な
い

が
、
複
合
的
か
つ
多
岐
に
わ
た
る

様
々
な
要
因
の
結
果
と
し
て
起
こ
る

も
の
で
あ
り
、
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー

の
総
合
相
談
窓
口
や
保
健
セ
ン
タ
ー
、

し
あ
わ
せ
推
進
課
、子
ど
も
支
援
室
、

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
で
相
談
を
受

け
て
い
る
。

    

原
因
は
多
様
で
あ
り
、
専
門
性
が
異
な

る
諸
機
関
が
参
加
す
る
地
域
連
携
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
設
置
、運
営
が
必
要
で
は
な
い
か
。

必
要
に
応
じ
て
「
静
岡
県
ひ
き

こ
も
り
支
援
セ
ン
タ
ー
」、
青
少
年

交
流
ス
ペ
ー
ス「
ア
ン
ダ
ン
テ
」、「
地

域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は

ま
ま
つ
」
や
医
療
機
関
な
ど
、
外
部

の
専
門
機
関
に
つ
な
い
で
い
る
。
今

後
も
関
係
機
関
が
集
う
「
こ
こ
ろ
の

健
康
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」

な
ど
に
お
い
て
、情
報
交
換
を
行
い
、

連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

「袋井商業高等学校5年制化の推進に関する
要望書」を提出（H28.3.31）

県から運営委託を受けているデンマーク牧場福祉会
ひきこもり支援・交流スペース『ひとむれ』
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No.62
植物油インキを
使用しています再生紙を使用しています

9月市議会定例会のお知らせ あなたも本会議・委員会を
傍聴してみませんか。

　本会議や常任委員会、特別委員会などの
会議は公開されており、どなたでも傍聴す
ることができます。
　事前申込は必要ありませんので、会議当
日、市役所5階の議会事務局で受付を行い、
傍聴席にお入りください。
　なお、本会議・委員会は進行により予定
を変更する場合もありますので、あらかじ
め議会事務局へお問い合わせください。
<定員>　本会議 68人　委員会 7人

【場所】 市役所5階議場及び各委員会室
【時間】 午前9時から
【日程】 9月 4日（月） 開会、議案の説明
  12日（火） 市政に対する一般質問
  13日（水） 市政に対する一般質問
  14日（木） 市政に対する一般質問
  19日（火） 議案の審査（常任委員会）
  20日（水） 議案の審査（常任委員会）
  21日（木） 議案の審査（常任委員会）
  22日（金） 議案の審査（常任委員会）
  29日（金） 委員長報告～採決、閉会

※変更する場合もあります

平成28年度　政務活動費の会派別収支状況
　政務活動費は、議員の調査研究・その他の活動に資するために必要な経費の一部として市から会派に交付するもので
す。地方自治法に基づき条例で定めており、会派の所属議員数に月額25,000円を乗じた額が、議会の各会派からの申請に
基づいて毎年度各会派へ交付されています。 （単位：円）

会　派　名

新生ふくろい
寺田　守
兼子春治
山田貴子
大石重樹
岡本幹男
戸塚哲夫

緑風会
大場正昭
村松　尚
廣岡英一
戸塚文彦
伊藤謙一

自民改革
クラブ
秋田　稔
永田勝美
髙木清隆
鈴木弘睦

市民くらぶ
寺井紗知子
大庭通嘉

無会派
高橋美博

無会派
沼上賢次

無会派
田中克周

合　計
(20人)

収　

入

交　付　金 1,800,000 1,500,000 1,200,000 600,000 300,000 300,000 300,000 6,000,000
雑収入(預金利息、自己資金) 0 72,046 4 0 53,337 2 0 125,389

計 1,800,000 1,572,046 1,200,004 600,000 353,337 300,002 300,000 6,125,389

支　

出

１ 調査研究費 337,120 1,352,534 442,090 0 0 82,160 0 2,213,904
２ 研修費 516,468 219,512 151,480 227,200 75,248 0 87,540 1,277,448
３ 広報費 255,312 0 0 0 233,377 4,794 0 493,483
４ 広聴費 0 0 0 0 0 0 0 0
５ 要請・陳情活動費 0 0 0 0 0 0 0 0
６ 会議費 0 0 0 0 0 0 0 0
７ 資料作成費 72,522 0 45,882 5,218 0 23,400 10,540 157,562
８ 資料購入費 64,471 0 110,376 2,570 44,712 0 109,582 331,711
９ 人件費 0 0 0 0 0 0 0 0
10 事務所費 0 0 12,312 0 0 0 0 12,312

計 1,245,893 1,572,046 762,140 234,988 353,337 110,354 207,662 4,486,420
残余金 554,107 0 437,864 365,012 0 189,648 92,338 1,638,969

○残余金1,638,969円はすべて市へ返還済みです。

　本市は、比較的平坦地が多く、日照時間も長く温暖で、自転車利用に適した環境を持つまちで
す。平成27年度に「自転車を活かしたまちづくりの指針」が策定され、60歳以上の方を対象に
電動アシスト付き自転車貸出事業や購入費補助事業を行っています。今年度は自転車通行空間整
備や効果調査を行い、自転車に優しいまちづくりの実現を目指していますので、ぜひ皆さまも自
転車を活用してはいかがですか。 （広報委員：山田貴子）

自転車に
乗って
人もまちも
健康に！

ほほ っっ とと タタ イイ ムム

ふくろい 市議会だより


